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文部科学省 第４期（令和５～９年度）教育振興基本計画

２つのコンセプト
「持続可能な社会の創り手の育成」

「日本社会に根差したウェルビーイングの向上」

心豊かに、たくましく生き抜く児童・生徒の育成
学校教育目標

理事会

⑴ 帰国後、日本の学校や社会に適応できる素地を養う ⑵ 日本人として望ましい思考・行動様式等を学習し、維持すること

⑶ 外国での生活経験を通して、広く国際的な視野を身に付け、力強く生き抜く意志と力を養うこと

教育の不易と流行

・憲法および教育基本法

・学校教育法

教育方針

★磨き合う学習の推進により、
思考力・判断力・表現力を
高め、確かな日本語の理解・
定着を図る。

★日本人としての誇りをもち、
日本と米国の懸け橋になる
グローバル人材を育てる。

★たくましい体力・気力づくり

と健康・安全意識を高める

教育を推進する。

① 「主体的・対話的で深い学び」の視

点に立った授業改善
② 基本的な学習習慣の形成と家庭学習

の充実
③ 全職員の理解と協力に基づく特別

支援教育の充実
④ 各種外部コンクール等への積極的な
取組（漢字検定・読書感想文コンクー
ル等）

⑤ 読書指導の推進

① 自他の命を大切にする教育
② 人権教育の充実
③ いじめ・不登校・問題行動への早期
対応

④ 基本的生活習慣の定着
⑤ 家庭や関係機関との連携による心に

届く生徒指導の推進

① 手洗い・うがいの励行
② 楽しい昼食時間の運営
③ 安全に楽しく遊ぶ昼休みの
過ごし方についての工夫と指導

④ 気力・体力・運動能力の向上を
目指した取組の推奨

⑤ 米国を中心とした、海外で生活
するからこそ出会える「本物」の
試合観戦等の推奨

重

点

目

教

育

活

動

～学習のきまり５章～
１ 授業の準備をして待ちましょう。
２ 姿勢を正しくしましょう。

３ 話す人の目を見て、話を聞きましょう。
４ 指名されたら「はい」とはっきり返事をしましょう。
５ 場面に合わせた声の大きさで話しましょう。

○ 気持ちのよいあいさつ
（立ち止まって、相手を見て、明るい声で）

○ はさみ運動

（廊下や階段は、走らない・騒がない・右側通行）

学 級 経 営 （ 学 級 づ く り ） の 充 実

○ 共感的な人間関係づくり ○ 自己有用感・自己肯定感の醸成 ○ 学級集団への所属感

目標達成の基盤

～めざす学校像～

１ 誰もが安全かつ安心して楽しく過ごせる学校

２ 明るい挨拶が響き渡る学校

３ 思いやりと優しさのあふれる学校

４ 国際感覚豊かな児童生徒・教職員であふれる学校

５ 家庭・地域から信頼され、開かれた学校

～めざす教員・教師像～

１ 教員としての役割を自覚し、園児・児童生徒や

保護者に信頼される教員

２ 園児間や教師との遊びを通して、人格形成の基

礎を培う努力をする教師

３ 授業を大切にして研修に努め、子どもの力を伸

ばそうと努力する教師

４ 教育者としてのバランス感覚を身に付け、心身

ともに健康な教師

～めざす子ども像～

１ 素直な心で過ごせる子ども 【心情】

２ 自分より弱い立場の人を大切にする子ども 【心情】

３ 夢や目標に向かって努力し続ける子ども 【知力】

４ 心も体もたくましい子ども 【体力】

５ 自分で考え、正しく判断し、行動できる子ども 【態度】

６ 日本人としての誇りと自覚をもち、

～誇りある教職員～

・人権教育を柱とする教育活動の推進
・特別な配慮を必要とする園児や、特別な教育的
支援を必要とする児童生徒への教育推進

凡事徹底

教育の羅針盤
将来の予測が困難な
VUCAの時代

在外教育施設における
教育の振興に関する法律

Society5.0時代
(AI・ビッグデータ・IoT等)

・グローバル社会における人材育成
・在外教育施設ならではの教育

・GIGAスクール構想
・ICTの活用

保護者会

＜注釈＞

〇ウェルビーイング：身体的・精神的・社会的に良い状態にあること。短期的な幸福のみならず、将来にわたる持続的な幸福を含む概念。

〇VUCA:Volatility（変動性)・Uncertainty（不確実性)・Complexity(複雑性)・Ambiguity(曖昧性) の４つの単語の頭文字をとった造語

〇Sciety1:狩猟社会 Society2:農耕社会 Society3:工業社会 Society4:情報社会 Society5:人間中心の超スマート社会




